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応認識に由来するものであると述べるo 第 3 に、明治16年脱稿の洋式日本文典『日本小文典』の検討を行い、物集の
文法研究の洋風化は、辞書編纂と不可分であり、言文一致の趨勢にも合致したものであったことを指摘しているo 第
4 に、実践女子大学図書館蔵『普通日本文典』について研究史上初めて言及し、本書が明治20年頃に成立したもので、
物集の言文一致論を支える口語文法研究の成果であると推定している。第 5 に、従来成立年代が不明であった、物集
が著した稿本の文法書『日本文語』についてその成立経緯と内容を検討し、執筆年代については、明治23年もしくは
24年と推定でき、内容の面では、折衷文典として定置できると指摘している。最後に、物集の文法研究が明治20年代
を頂点とする欧化政策や高等教育の充実と密接なつながりをもっていたと結論づけるo
論文審査の結果の要旨
本論文は、これまで軽視ないし無視されてきた明治前期日本文典の丹念な調査・分析を通して、従来の「国語学史」
を批判的に乗り越えた「日本語学史」を構築しようとする意欲的な論考であるo
多くの明治前期文典を精査し、それらの系統と影響関係の概観を示し、その上で、洋式文典の代表として中根淑
『日本文典J、国学風文典として佐藤誠実『語学指南J、それぞれの内容と影響関係を具体的に論じた「第一部」は、
多くの新見を含むものである o 特に国学風文典と国語教育との関係の指摘は、傾聴に値しよう。
物集高見の文法研究に焦点をあてた「第二部」は本論文の白眉であり、新資料発掘を含めた資料精査、国語教育な
らひeに近代的辞書編纂との関係のなかで折衷文法に収赦してゆくまでの振幅あるプロセスの記述と評価、物集の言文
一致論と文法論との関係の指摘、言文一致論撤回の原因の指摘等、今後の研究者が学ぶべき諸点を示している。
あえて注文をつければ、本論文で提唱される「日本語学史」の、日本語なるものの内実や言語学との交渉について
のより徹底した議論の提示がほしいところである。序論における研究方法論の確定と本論での具体的記述とがややち
ぐはぐな感じは否めない。しかし同時に、近年の外在的国語学批判の持つ陥穿についての指摘等は十分首肯できるも
のであり、今後の展開が大いに期待されるところであるo
総じて、本論文において示された「日本語学史」への視座、未開拓に近かった明治前期の文法研究に対する総合的
分析は、従来の水準を越える内容を多く含んだものであるo
よって、本論文は、博士(文学)の学位に十分ふさわしい価値を有するものと認定するo
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